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ア
パ
レ
ル
小
売
業
界
の
ト
ッ
プ
企

業
・
ユ
ニ
ク
ロ
に
聞
く
、
正
社
員

登
用
制
度
の
導
入
の
狙
い

株
式
会
社
ユ
ニ
ク
ロ
（
柳
井
正
・
代
表
取

締
役
会
長
兼
社
長
）
は
今
年
三
月
、
店
頭

で
販
売
業
務
に
あ
た
る
フ
ル
タ
イ
ム
の
非
正

社
員
（
同
社
で
は
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
と
呼

称
）
約
二
万
人
の
う
ち
、
二
割
に
あ
た
る

五
〇
〇
〇
人
を
二
年
間
で
地
域
限
定
正
社
員

に
登
用
す
る
と
発
表
し
た
。
優
秀
な
人
材
を

正
社
員
と
し
て
取
り
込
む
の
が
狙
い
で
、
こ

れ
に
よ
り
正
社
員
数
は
現
在
の
約
二
一
〇
〇

人
か
ら
ほ
ぼ
三
倍
に
な
る
。

ユ
ニ
ク
ロ
は
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
ブ
ラ

ン
ド
の
企
画
・
製
造
、
販
売
を
手
が
け
、
年

商
約
四
〇
〇
〇
億
円
と
、
ア
パ
レ
ル
小
売
業

界
の
ト
ッ
プ
に
の
ぼ
り
つ
め
た
ス
タ
ー
企
業
。

不
況
と
デ
フ
レ
が
業
界
を
直
撃
す
る
な
か
、

同
社
は
高
品
質
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
を
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
提
供
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な

専
門
店
と
し
て
、
衣
料
品
の
消
費
を
牽
引
し

て
き
た
。
同
社
は
こ
こ
一
〇
年
で
、
売
上
高

を
約
七
・
五
倍
、
経
常
利
益
を
一
六
倍
超
ま

で
押
し
上
げ
た
。
目
覚
ま
し
い
成
長
は
、
独

自
に
構
築
し
た
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
店
舗
運
営
で
も
店

長
以
外
ほ
と
ん
ど
が
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
、
ア

ル
バ
イ
ト
と
い
う
、
徹
底
し
た
ロ
ー
コ
ス
ト

経
営
が
こ
れ
を
支
え
て
き
た
。

し
か
し
い
ま
、
な
ぜ
人
材
活
用
戦
略
の
大

転
換
と
も
言
え
る
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
伴
う

正
社
員
登
用
に
踏
み
切
る
の
か―

―

。
地
域

限
定
正
社
員
制
度
の
概
要
と
狙
い
に
つ
い
て
、

人
事
部
店
舗
人
事
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
橋
本

真
一
氏
に
聞
い
た
。

―
―

本
年
四
月
よ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
か

ら
地
域
限
定
正
社
員
へ
の
登
用
制
度
を
導
入

し
た
背
景
は
？

主
な
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
優
秀

な
人
材
を
長
期
的
に
囲
い
込
み
、
店
舗
の
安

定
的
な
運
営
に
貢
献
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
フ
リ
ー
タ
ー
の

処
遇
が
社
会
問
題
化
す
る
な
か
で
、
雇
用
す

る
ア
ル
バ
イ
ト
、
契
約
社
員
の
約
八
割
が
い

わ
ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー
で
あ
る
弊
社
と
し
て
も
、

そ
の
長
期
・
安
定
雇
用
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
考
え
た
こ
と
だ
。

一
点
目
に
関
連
す
る
が
、
弊
社
は
い
ま
、

売
り
場
面
積
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
坪
級
の
大

型
店
を
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
位
置
づ
け
て
、
出

店
を
加
速
さ
せ
る
戦
略
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
従
来
か
ら
強
み
と
し
て
い
る
ベ
ー
シ

ッ
ク
の
単
品
だ
け
で
な
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ

ブ
ル
な
要
素
も
加
え
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
販

売
の
拡
大
に
向
け
て
、
販
売
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に
も
着
手
し
た
と

こ
ろ
だ
。
そ
う
し
た
戦
略
の
転
換
に
よ
り
、

優
秀
な
人
材
を
確
保
し
た
い
と
い
う
弊
社
の

ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
。

二
点
目
に
つ
い
て
は
、
フ
リ
ー
タ
ー
は
い

わ
ゆ
る
失
わ
れ
た
一
〇
年
の
中
で
、
不
景
気

ゆ
え
に
致
し
方
な
く
、
優
秀
で
も
正
社
員
と

し
て
は
採
用
さ
れ
ず
に
我
慢
し
続
け
て
き

た
。
私
も
店
長
を
し
て
い
た
経
験
が
あ
る
が
、

フ
リ
ー
タ
ー
の
ま
ま
で
は
ロ
ー
ン
も
組
め
な

い
し
、
男
性
は
結
婚
も
で
き
な
い
と
い
う
悩

み
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
時

に
、
弊
社
の
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
よ
り
年
収
が

低
く
て
も
正
社
員
で
採
用
し
て
も
ら
え
る
と

い
う
だ
け
で
、
他
社
へ
流
れ
て
し
ま
う
人
材

が
少
な
く
な
か
っ
た
。
地
域
限
定
正
社
員
と

い
う
枠
組
み
は
、
消
費
低
迷
や
デ
フ
レ
の
中

で
、
弊
社
の
成
長
を
陰
な
が
ら
支
え
て
く
れ

❶
ユニクロ今後2年でパートナー社員

の2割5000人を地域限定
正社員に　正社員数が３倍に
■株式会社ユニクロ　会社概要 

商　号

設　立

本社所在地

東京本部所在地

資本金

発行済株式の総数

事業内容

従業員数

代表取締役会長兼社長

株式会社ユニクロ　UNIQLO CO.,LTD.

1974 年 9月 2日

〒754-0894　山口県山口市佐山 717-1

〒102-0073　東京都千代田区九段北 1-13-12　北の丸スクエア

10億円

10,000 株

商品企画・生産・物流・販売までの自社一貫コントロールにより、

高品質・低価格のカジュアルブランド『ユニクロ』を提供する

製造小売業（SPA）

約 2,100 人

柳井　正
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た
、
こ
う
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
の
生
活
の

安
定
に
資
す
る
と
と
も
に
、
弊
社
と
し
て
は

優
秀
な
人
材
の
流
出
を
防
ぐ
有
効
な
手
立
て

に
な
る
と
し
て
今
回
、
導
入
に
踏
み
切
っ
た
。

―
―

地
域
限
定
正
社
員
制
度
と
は
、
ど
の
よ

う
な
制
度
か
？

一
言
で
い
え
ば
、
店
舗
の
販
売
ス
タ
ッ
フ

か
ら
店
長
代
行
ま
で
を
任
せ
ら
れ
る
パ
ー

ト
ナ
ー
社
員
の
中
で
、
長
期
に
安
定
し
て
地

域
に
根
ざ
し
た
働
き
方
を
望
む
人
を
対
象
に
、

地
域
限
定
勤
務
で
正
社
員
に
な
れ
る
よ
う
に

し
た
制
度
だ
（
図
参
照
）。
も
ち
ろ
ん
こ
れ

ま
で
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
か
ら
ア
ド
バ
ン

ス
、
シ
ニ
ア
と
昇
格
し
、
契
約
社
員
に
な
っ

て
店
長
に
任
命
さ
れ
れ
ば
、
自
動
的
に
正
社

員
に
転
換
し
て
も
ら
う
仕
組
み
は
あ
っ
た
。

た
だ
、
弊
社
の
正
社
員
に
は
、
例
え
ば
店
長

ク
ラ
ス
で
は
、
一
〜
二
年
に
一
回
の
頻
度
で

全
国
に
転
勤
が
あ
り
得
る
。
そ
の
た
め
、
こ

の
点
が
ク
リ
ア
で
き
ず
に
、
実
力
が
あ
り
な

が
ら
正
社
員
に
は
な
れ
な
い
・
な
り
た
く
な

い
人
も
多
か
っ
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
＝
店

舗
限
定
勤
務
と
し
て
入
社
し
た
人
が
、
正
社

員
に
な
っ
た
と
た
ん
全
国
転
勤
に
な
る
の
は
、

や
は
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
今
回
導
入

し
た
地
域
限
定
正
社
員
制
度

は
、
ア
ド
バ
ン
ス
以
上
の
パ
ー

ト
ナ
ー
社
員
を
対
象
に
本
人
の

希
望
と
資
質
に
応
じ
て
、
有
期

雇
用
、
時
給
制
、
主
と
し
て
シ

ョ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
パ
ー
ト
ナ

ー
社
員
で
働
く
か
、
無
期
雇
用
、

月
給
制
、
フ
ル
タ
イ
マ
ー
の
地

域
限
定
正
社
員
で
働
く
の
か
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
地

域
限
定
正
社
員
に
は
、
転
居
を

伴
う
異
動
は
な
く
、
目
安
と
し

て
通
勤
一
〜
一
時
間
半
以
内
で

の
異
動
が
あ
り
得
る
と
し
て
い

る
。
と
は
い
え
、
地
域
密
着
型

で
働
き
、
顧
客
に
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
も
ら
う

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
た
め
、

異
動
は
例
え
ば
本
人
の
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
場
合
な

ど
、
最
小
限
の
ケ
ー
ス
に
限
ら

れ
て
く
る
と
思
う
。

地
域
限
定
正
社
員
と
い
う
と

き
、
多
く
の
企
業
で
用
い
ら
れ

る
の
は
、
近
県
○
○
圏
内
と
い
っ
た
区
分
だ

ろ
う
が
、
女
性
に
と
っ
て
は
そ
れ
で
も
負
担

は
充
分
重
い
。
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
に
は
女
性

が
多
い
た
め
、
弊
社
で
は
あ
く
ま
で
通
勤
圏

内
の
異
動
で
、
正
社
員
と
し
て
働
い
て
も
ら

う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。

―
―

パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
か
ら
地
域
限
定
正
社

員
、
そ
し
て
正
社
員
ヘ
と
い
う
タ
テ
型
の
昇

格
で
は
な
く
、
あ
え
て
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
と

地
域
限
定
正
社
員
を
同
じ
役
割
の
中
で
併
存

さ
せ
る
よ
う
に
し
た
の
は
な
ぜ
か
？

働
け
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
優
秀

で
あ
る
程
度
の
役
割
を
任
せ
ら
れ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
社
員
に
つ
い
て
も
、
人
材
と
し
て
ム
ダ

に
し
な
い
た
め
だ
。
タ
テ
型
に
し
て
し
ま
う

と
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
け
な
い
限
り
任
せ
る

役
割
も
限
定
さ
れ
、
人
材
活
用
の
範
囲
を
狭

め
て
し
ま
う
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ

で
は
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
の
や
る
気
、
意
欲
も

向
上
し
な
い
。

先
日
、
地
域
限
定
正
社
員
の
初
回
の
登
用

を
終
え
た
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
際

に
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
時
給
制
と

い
う
働
き
方
を
あ
え
て
望
む
パ
ー

ト
ナ
ー
社
員
が
意
外
に
多
か
っ
た

こ
と
。
子
ど
も
が
い
て
家
庭
優
先

で
働
き
た
い
の
で
、
正
社
員
に
は

な
り
た
く
な
い
と
い
う
よ
う
な
人

た
ち
だ
。
こ
う
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー

社
員
の
中
に
も
優
秀
な
人
は
い
る

わ
け
で
、
や
は
り
パ
ー
ト
ナ
ー
社

員
も
地
域
限
定
正
社
員
も
、
能
力

に
応
じ
て
役
割
の
機
会
を
公
平
に

与
え
ら
れ
る
併
存
型
の
制
度
に
し

て
良
か
っ
た
と
思
う
。

一
方
、
地
域
限
定
正
社
員
側
か

ら
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
の
働
き

方
と
併
存
し
た
制
度
で
あ
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
だ
ろ

う
。
ま
だ
、
地
域
限
定
正
社
員
の

一
期
生
が
誕
生
し
た
ば
か
り
だ
が
、

今
後
は
そ
の
中
か
ら
、
結
婚
し
て

子
ど
も
に
手
が
か
か
る
よ
う
に
な

る
と
、
一
時
的
に
パ
ー
ト
ナ
ー
社

員
に
戻
り
た
い
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ

も
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

う
し
た
場
合
に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
に
応
じ
た
社
員
の
多
様
な
ニ
ー

※数字は各年8月末時点のもの
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女性店長の人数推移（人 ,％）
■全店長数　●女性店長比率
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■ 国内ユニクロ 業績ハイライト（2006年8月末現在）

※国内ユニクロ事業の業績数値については、2006 年 8月期より、
　㈱ユニクロをベースにした業績数値を記載
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㈱ユニクロにおける新旧人事処遇制度比較 

〈旧制度〉 〈新制度〉 

注 1：店長不在時に店長補佐として 
注 2：店長補佐のサポートができ、スタッフの教育や管理を任せられるレベル 
注 3：勤務態度や仕事内容において他のスタッフのお手本となれるレベル 
注 4：ユニクロの基本方針に沿って仕事ができるレベル 
 

注 5：業務評価、適性検査、面接審査 
注 6：業務評価（80点）以上、筆記試験（マークシート） 
注 7：業務評価（80点）以上、筆記試験（マークシート） 

（基本時給 900円の場合） 

月給制か時給制かを選べる／賞
与あり、半年に一度昇格・昇給
のチャンスあり。月給・時給は
2 段階で、20 万 2,800 円（時給
1,200 円）昇 格 す れ ば 21 万
9,700 円（時給 1.300 円）

時給制／賞与あり、3 カ月に一
度昇格・昇給のチャンスあり。
時給 1,100 円あるいは 1,150 円

月給制（29万円以上）／
賞与あり

時給制／賞与なし、3 カ月に一
度昇格・昇給のチャンスあり。
時給 1,050 円あるいは 1,000 円

時給制／賞与なし、3 カ月に一
度昇格・昇給のチャンスあり。
時給は 900円、920 円、950 円

処遇のポイント 処遇のポイント 役割 

店長／副店長 

店長代行 
（注 1） 

販売スタッフ 
（注 2） 

販売スタッフ 
（注 3） 

販売スタッフ 
（注 4） 

スタッフ区分 

地域限定
正社員

スタッフ区分 

正社員 

契約社員 

店長に任命されれば 
自動的に転換 

昇格試験（注 5） 

昇格試験（注 6） 

昇格試験（注 7） 

準
社
員

シニア 
パートナー 

アドバンス 
パートナー 

パートナー 

昇格試験 

昇格試験 

準
社
員

シニア 
パートナー 

アドバンス 
パートナー 

パートナー 

登用面接のみ 

登用面接のみ 

月給制／賞与（販売
スタッフレベルでも）
あり、無期雇用となる。
時給ベースに換算する
と、契約社員、パート
ナー社員の同じ役割で
の水準と変わらない。
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ズ
を
取
り
込
ん
で
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

労
働
集
約
産
業
と
い
わ
れ
る
小
売
業
で
は
、

多
様
な
社
員
が
働
き
や
す
く
、
や
り
が
い
の

あ
る
労
働
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
企
業

の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
の
観
点
か
ら
も

重
要
だ
。
こ
れ
か
ら
の
人
事
制
度
は
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
方
向
で
考
え
な
い

と
、
優
秀
な
人
材
に
長
く
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

し
続
け
て
も
ら
う
会
社
に
は
な
り
得
な
い
と

考
え
て
い
る
。

―
―

パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
か
ら
地
域
限
定
正
社

員
へ
の
登
用
基
準
は
？

正
社
員
と
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
と
い
う
と
き
、

多
く
の
企
業
で
は
、
仕
事
の
量
や
責
任
の
重

さ
、
労
働
時
間
の
長
さ
な
ど
の
違
い
で
区
分

け
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
。
し
か
し
、
弊

社
は
違
う
。
地
域
限
定
正
社
員
と
パ
ー
ト
ナ

ー
社
員
に
求
め
る
役
割
は
変
わ
ら
な
い
。
た

だ
、
同
じ
役
割
を
時
給
で
す
る
か
、
月
給
で

す
る
か
の
相
違
だ
け
だ
。
そ
の
た
め
、
パ
ー

ト
ナ
ー
社
員
か
ら
地
域
限
定
正
社
員
へ
の
登

用
に
あ
た
っ
て
は
、
能
力
試
験
や
筆
記
試
験

の
よ
う
な
も
の
は
あ
え
て
行
わ
な
い
よ
う
に

し
た
。
登
用
の
キ
ー
に
な
る
の
は
、
弊
社
が

正
社
員
に
求
め
る
人
物
基
準
に
照
ら
し
た
面

接
の
み
だ
。

指
示
・
命
令
に
対
し
て
自
律
的
に
動
け
、

ま
た
、
弊
社
で
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
望
む

人
を
対
象
に
、
ユ
ニ
ク
ロ
の
理
念
や
会
社
方

針
に
共
感
で
き
て
い
る
か
、
仕
事
と
の
向
き

合
い
方
は
ど
う
か
、
ユ
ニ
ク
ロ
ブ
ラ
ン
ド
を

愛
し
て
い
る
か―

―

な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
判

断
す
る
。
ど
れ
も
弊
社
で
長
期
的
に
働
い
て

も
ら
う
た
め
に
必
要
な
本
当
に
基
礎
的
な
要

素
ば
か
り
。
そ
の
た
め
、
地
域
限
定
正
社
員

へ
の
応
募
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
の｢

ア
ド

バ
ン
ス
（
中
級
）｣

レ
ベ
ル
か
ら
可
能
と
い

う
こ
と
に
し
た
。

応
募
者
は
ま
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
へ

そ
の
旨
を
記
入
す
る
。
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、

店
長
や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
（
注
）
に
よ
る

｢

面
談｣
を
受
け
る
。
そ
の
う
え
で
、
ブ
ロ

ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
（
注
）
が｢

面
接｣

を
行
い
、

最
終
的
な
判
断
を
下
す
。
面
談
の
段
階
で
店

長
や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
お
墨
付
き
を
得

て
い
る
だ
け
に
、
面
接
の
主
眼
は
ブ
ロ
ッ
ク

リ
ー
ダ
ー
を
通
じ
て
、
本
人
の
最
終
的
な
意

志
確
認
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
で
先
日
、
全
国
一
斉

に
面
接
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
四
月
一
日

付
け
で
一
六
〇
〇
人
が
、
地
域
限
定
正
社
員

に
移
行
（
契
約
更
改
）
し
た
。

注
＝
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
は
、
一
〇
店
舗

を
一
エ
リ
ア
と
し
、
こ
れ
を
統
括
す
る
役
割

の
人
。
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
は
、
六
エ
リ
ア

を
一
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
、
こ
れ
を
統
括
す
る
立

場
に
あ
る
人
。

―
―

地
域
限
定
正
社
員
に
登
用
さ
れ
た
の
は
、

フ
リ
ー
タ
ー
や
主
婦
等
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
の
人
か
？

登
用
者
の
八
割
は
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー

だ
。
弊
社
の
店
舗
運
営
を
担
う
の
は
主
に

二
〇
代
の
フ
リ
ー
タ
ー
で
、
そ
の
う
ち
七
割

が
女
性
で
あ
る
。
今
回
、
登
用
さ
れ
た
地
域

限
定
正
社
員
の
平
均
年
齢
は
二
七
歳
。
最
年

少
は
高
卒
直
後
に
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
と
な
り
、

ア
ド
バ
ン
ス
に
上
が
っ
て
間
も
な
い
一
八
歳

だ
。一

方
、
最
年
長
は
五
〇
代
の
女
性
だ
っ
た
。

弊
社
の
ブ
ラ
ン
ド
は
、
幅
広
い
年
齢
層
に

愛
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
一
般
の
企
業
で

は
、
正
社
員
と
し
て
は
あ
ま
り
歓
迎
さ
れ
な

い
四
〇
代
主
婦
の
応
募
も
、
弊
社
で
は
大
歓

迎
だ
。
お
洒
落
な
主
婦
が
ユ
ニ
ク
ロ
で
活
躍

し
て
い
る
、
そ
う
い
う
モ
デ
ル
は
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
と
し
て
も
効
果
的
。
ま
た
、
そ
う
し
た

女
性
は
、
店
舗
で
は
若
い
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員

の
服
装
や
言
動
ま
で
し
つ
け
て
く
れ
る
、
良

き
お
母
さ
ん
的
な
存
在
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

―
―

地
域
限
定
正
社
員
に
な
る
と
、
パ
ー
ト

ナ
ー
社
員
の
時
と
比
べ
て
処
遇
水
準
は
ど
う

変
化
す
る
の
か
？

基
本
的
な
賃
金
は
、
時
給
に
換
算
す
れ
ば

大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
。
月
給
制
で
安
定
的

に
収
入
が
入
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
違
い
だ

け
だ
。
そ
れ
が
並
存
型
制
度
に
し
て
い
る
特

徴
の
一
つ
で
も
あ
る
。

大
き
く
変
わ
る
の
は
賞
与
で
、
現
行
、
パ

ー
ト
ナ
ー
社
員
に
は
シ
ニ
ア
を
除
き
賞
与

は
な
い
が
、
地
域
限
定
正
社
員
に
は
年
二
回
、

正
社
員
同
様
、
人
事
考
課
査
定
に
基
づ
く
賞

与
が
支
給
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
パ
ー
ト
ナ

ー
社
員
で
例
え
ば
店
長
代
行
職
を
任
さ
れ
て

い
た
よ
う
な
人
が
、
地
域
限
定
正
社
員
に
登

用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
年
収
に
し
て
少
な
く

と
も
一
〇
〜
一
五
％
ほ
ど
ア
ッ
プ
す
る
イ
メ

ー
ジ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

地
域
限
定
正
社
員
に
な
る
と
、
正
社
員
と

同
じ
く
ユ
ニ
ク
ロ
四
〇
一
Ｋ
（
確
定
拠
出
年

金
制
度
）
に
も
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
転
居
転
勤
に
伴
う
社
宅
制
度
を
除
い

て
、
正
社
員
と
ま
っ
た
く
同
様
の
福
利
厚
生

も
適
用
さ
れ
る
。

―
―

制
度
導
入
に
よ
る
人
件
費
の
コ
ス
ト
ア

ッ
プ
を
ど
う
考
え
る
か
。

一
言
で
言
う
と
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
は
捉

え
て
い
な
い
。
人
材
投
資
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
非
正
社
員
で
雇
用
し
て
い
た
た
め
に
、

優
秀
な
人
材
が
流
出
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ

「地域限定社員は国内
販売強化策の中核」
橋本真一・人事部
店舗人事チームリーダー
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れ
ま
で
の
ロ
ス
を
考
え
る
と
、
今
回
の
投
資

に
よ
り
長
期
・
安
定
的
に
店
舗
運
営
を
担
っ

て
い
っ
て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
費
用
対

効
果
は
充
分
に
見
合
う
と
考
え
て
い
る
。
せ

っ
か
く
育
て
た
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
に
辞
め
ら

れ
て
し
ま
う
と
、
一
時
的
に
新
た
な
パ
ー
ト

ナ
ー
社
員
の
教
育
に
時
間
が
割
か
れ
、
顧
客

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
。
と
は
い
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
に
そ

こ
ま
で
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
求
め
る
の

も
難
し
く
、
そ
の
た
め
地
域
限
定
正
社
員
の

導
入
が
、
こ
う
し
た
損
失
を
低
減
さ
せ
、
人

材
管
理
の
効
率
化
に
も
寄
与
し
て
く
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

―
―

御
社
の
正
社
員
に
は
、
有
名
な
研
修
シ

ス
テ
ム｢

ユ
ニ
ク
ロ
大
学｣

が
あ
る
。
地
域
限

定
正
社
員
は
、
ど
の
よ
う
な
研
修
を
受
け
る

の
か
？

地
域
限
定
正
社
員
に
つ
い
て
は
、｢

ユ
ニ

ク
ロ
大
学｣

の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
監
修
を
受
け

な
が
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
が
指
導
す
る

形
で
研
修
を
始
め
た
と
こ
ろ
だ
。
地
域
限
定

正
社
員
は
、
新
卒
入
社
の
正
社
員
と
は
違
い
、

す
で
に
業
務
運
営
の
ス
キ
ル
は
身
に
付
い
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
限
定
正
社
員
に
つ

い
て
は
、
ユ
ニ
ク
ロ
の
理
念
と
は
何
か
、
弊

社
の
正
社
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス

で
望
む
べ
き
か
と
い
っ
た
、
心
構
え
や
マ
イ

ン
ド
に
主
眼
を
置
い
た
研
修
を
行
う
。

ま
た
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
中
心
の
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員

と
は
違
い
、
今
後
は
と
く
に
接
客
サ
ー
ビ
ス

ス
キ
ル
を
強
化
す
る
た
め
の
、
Ｏ
ｆ
ｆ―

Ｊ

Ｔ
も
し
っ
か
り
組
み
込
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
弊
社
が
得
意
と
し
て
き
た
、
顧

客
の
買
い
物
を
必
要
な
時
に
手
伝
う
ヘ
ル
プ

ユ
ア
セ
ル
フ
方
式
を
進
化
さ
せ
、
顧
客
の
要

望
に
応
じ
て
豊
富
な
品
揃
え
の
中
で
相
談
に

も
応
じ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
提
案
も
で
き

る
販
売
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
強
化
を
図
り
つ
つ

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
地
域
限
定
正

社
員
層
の
研
修
を
テ
コ
入
れ
し
、
パ
ー
ト
ナ

ー
社
員
に
そ
れ
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
。

―
―

御
社
の
新
卒
採
用
は
大
卒
・
大
学
院
卒

等
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
社

員
の
採
用
は
高
卒
以
上
が
対
象
だ
。
パ
ー
ト

ナ
ー
社
員
か
ら
地
域
限
定
正
社
員
へ
の
登
用

ル
ー
ト
が
出
来
た
こ
と
で
、
今
後
、
高
卒
か

ら
御
社
の
コ
ア
を
め
ざ
す
入
職
経
路
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

重
要
な
検
討
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の

考
え
方
を
整
理
し
て
い
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー

社
員
か
ら
ア
ド
バ
ン
ス
へ
は
、
早
い
人
で
入

社
三
カ
月
、
平
均
的
に
は
半
年
〜
一
年
で
上

が
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
す
れ
ば
、

地
域
限
定
正
社
員
の
枠
組
み
は
、
パ
ー
ト
ナ

ー
社
員
と
し
て
入
社
し
、
弊
社
で
働
く
基
本

的
な
準
備
を
終
え
た
人
を
対
象
に
し
た
コ
ア

へ
の
入
職
経
路
に
他
な
ら
な
い
。

た
だ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
で
の
準
備
期
間

は
、
必
ず
地
域
限
定
正
社
員
に
登
用
さ
れ

る
と
い
う
確
約
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
い

わ
ゆ
る
試
用
期
間
に
も
当
た
ら
な
い
。
高
卒

の
場
合
、
保
護
者
で
あ
る
親
御
さ
ん
も
、
そ

う
し
た
曖
昧
な
採
用
ル
ー
ト
に
対
す
る
見
方

は
厳
し
い
だ
ろ
う
。
と
い
っ
て
、
高
校
新
卒

者
を
い
き
な
り
地
域
限
定
正
社
員
に
採
用
す

る
よ
う
な
考
え
は
、
今
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く

な
い
。
弊
社
へ
の
入
社
を
希
望
す
る
あ
ま
り
、

全
国
転
勤
で
も
地
域
限
定
で
も
、
入
れ
る
な

ら
ど
ち
ら
で
も
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
あ
る
だ
ろ

う
。
た
だ
、
正
社
員
で
働
け
る
か
ら
ユ
ニ
ク

ロ
と
い
う
人
よ
り
も
、
ユ
ニ
ク
ロ
で
働
き
た

い
人
の
中
か
ら
正
社
員
を
め
ざ
し
て
欲
し
い
。

地
域
限
定
正
社
員
の
入
り
口
は
、
あ
く
ま
で

パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
か
ら
に
限
定
す
る
こ
と
で
、

現
在
働
い
て
く
れ
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員

と
の
間
で
も
、
公
平
性
が
保
た
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

―
―

地
域
限
定
正
社
員
に
加
え
、
今
春
、
新

卒
の
正
社
員
を
約
四
〇
〇
人
採
用
し
て
い
る
。

来
春
も
約
四
五
〇
人
の
採
用
を
予
定
し
て
い

る
と
聞
く
。
ま
た
、
中
途
採
用
も
通
年
的
に

行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
多
様
な
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
採
用
し
た
正
社
員
、
地
域
限
定
正
社
員

を
、
ど
の
よ
う
な
人
材
活
用
戦
略
の
中
で
使

い
分
け
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

弊
社
は
さ
ら
な
る
Ｍ
＆
Ａ
で
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
を
志
向
し
つ
つ
、
二
〇
一
〇
年
に

は｢

グ
ル
ー
プ
売
上
高
一
兆
円
、
経
常
利
益

一
五
〇
〇
億
円｣

を
達
成
し
、
世
界
一
の
ア

パ
レ
ル
小
売
企
業
グ
ル
ー
プ
に
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
強

化
の
た
め
の
人
材
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
グ
ル
ー
プ
化
を

推
進
す
る
人
材
や
グ
ル
ー
プ
各
社
で
基
幹
業

務
を
担
え
る
人
材
も
、
継
続
的
に
輩
出
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
で
、
国
内
販
売
に
関
し
て
も
、
テ

コ
入
れ
を
図
る
。
こ
れ
ま
で
弊
社
は
、
郊

外
の
標
準
的
な
立
地
に
標
準
的
な
商
品
構
成

で
、
売
場
面
積
二
〇
〇
〜
二
五
〇
坪
の
標
準

店
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
出
店
す
る
こ
と
で
高

い
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
だ
が
、
全
国
で

七
三
〇
店
を
超
え
る
店
舗
網
が
確
立
さ
れ
た

い
ま
、
新
し
い
ユ
ニ
ク
ロ
へ
の
進
化
が
問
わ

れ
て
い
る
。
ユ
ニ
ク
ロ
は
、
大
型
店
開
発
を

軸
に
、
商
品
、
売
場
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
サ
ー

ビ
ス
の
す
べ
て
を
刷
新
さ
せ
て
い
く
。
年
間

四
〇
店
舗
の
ペ
ー
ス
で
出
店
を
拡
大
し
、
大

型
店
を
今
後
五
年
間
で
一
〇
倍
の
二
〇
〇
店

舗
に
増
や
す
。
大
型
化
に
よ
っ
て
、
豊
富
な

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
提

案
す
る
Ｖ
Ｍ
Ｄ
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
マ
ー
チ
ャ

ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
）
が
可
能
に
な
る
。
こ
う
し

た
新
し
い
店
舗
の
魅
力
を
通
じ
て
、
よ
り
一

層
、
顧
客
満
足
を
向
上
さ
せ
て
い
く
計
画
だ
。

地
域
限
定
正
社
員
は
、
こ
う
し
た
国
内
販

売
面
の
強
化
策
の
中
核
を
担
う
、
有
用
な
人

材
に
な
る
。
大
型
店
で
は
平
均
的
に
、
標
準

店
の
倍
に
あ
た
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
（
注
）

が
必
要
に
な
る
が
、
現
段
階
で
は
そ
の
半
分

を
地
域
限
定
正
社
員
に
担
っ
て
も
ら
え
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
標
準
店
で
は

平
均
的
に
、
店
長
・
店
長
代
行
の
三
人
に
加

え
、
コ
ア
で
シ
フ
ト
を
回
す
フ
ル
タ
イ
マ
ー

が
一
〇
人
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
シ
ョ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
一
五
〜
二
〇
人
程
度
が
必
要
だ

が
、
こ
の
う
ち
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
と
コ
ア
の

フ
ル
タ
イ
マ
ー
の
半
分
位
を
、
地
域
限
定
正

社
員
に
で
き
な
い
も
の
か
と
構
想
し
て
い
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
を
長
期
に
安
定
化
さ
せ
る
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こ
と
で
、
方
針
や
指
示
に
も
ブ
レ
が
な
く
な

り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
に
と
っ
て
も
働
く
環

境
が
良
く
な
る
と
思
う
。
ま
た
、
接
客
・
販

売
に
特
化
し
た
地
域
限
定
正
社
員
を
置
く
こ

と
で
、
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ

な
が
る
は
ず
だ
。

地
域
限
定
正
社
員
の
成
長
と
と
も
に
、
今

後
は
複
線
型
の
人
事
制
度
を
志
向
す
る
必
要

性
も
高
ま
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
へ
の
昇
格
を
め

ざ
す
人
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
と
し
て
、
販
売
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
を
め

ざ
す
人
も
正
当
に
評
価
し
て
い
け
る
制
度
に

し
た
い
。
百
貨
店
の
よ
う
な
品
揃
え
で
、
多

様
な
顧
客
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
大
型

店
で
は
、こ
う
し
た
接
客
・
販
売
の
プ
ロ
（
地

域
限
定
正
社
員
）
が
、
活
躍
す
る
姿
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
今
回
、

地
域
限
定
正
社
員
を
一
六
〇
〇
人
登
用
し
、

一
年
後
を
メ
ド
に
二
五
〇
〇
人
、
今
後
二
年

間
で
五
〇
〇
〇
人
を
想
定
し
て
い
る
計
画
も
、

ま
だ
少
な
す
ぎ
る
と
い
う
印
象
さ
え
あ
る
。

そ
れ
く
ら
い
、
弊
社
の
構
想
は
大
き
な
も
の

だ
。

注
＝
店
長
・
副
店
長
各
一
人
、
店
長
代
行
四

人
な
ど
計
六
人
。

◇　

◇　

◇

世
界
の
ト
ッ
プ
企
業
を
め
ざ
し
、
い
ま
、

成
長
の
第
三
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
ユ
ニ
ク
ロ
。

そ
の
成
長
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
ア
ル
バ
イ

ト
、
契
約
社
員
等
は
、
正
社
員
に
登
用
さ
れ
、

コ
ア
人
材
と
し
て
の
地
位
を
さ
ら
に
高
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
地
域
限
定
正
社
員
を
軸
と

し
た
、
同
社
の
人
材
戦
略
の
成
否
は
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
多
用
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

業
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
（
執
行
役

社
長
・
松
尾
憲
治
）
は
今
年
一
月
、
同
社
に

勤
務
す
る
派
遣
職
員
（
約
三
二
〇
〇
人
）
を
、

契
約
職
員
と
し
て
一
斉
に
直
接
雇
用
す
る
と

発
表
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
、
同
社
で

通
算
三
年
以
上
働
い
て
お
り
、
希
望
す
る

者
に
つ
い
て
は
、
選
考
の
上
、
一
般
職
正
規

職
員
へ
の
登
用
を
行
う
こ
と
も
発
表
。
顧
客

に
対
す
る
事
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
、

そ
の
安
定
的
な
提
供
に
向
け
て
、
非
正
規
職

員
を
正
職
員
と
し
て
大
幅
に
取
り
込
み
、
い

っ
そ
う
の
能
力
発
揮
を
促
す
の
が
ね
ら
い
だ
。

ま
た
、
同
社
は
昨
年
か
ら
、
そ
れ
ま
で
見

送
っ
て
き
た
一
般
職
正
規
職
員
の
新
卒
採
用

を
再
開
し
た
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
派
遣

職
員
か
ら
契
約
職
員
、
正
規
職
員
へ
の
登
用

は
、
一
般
職
と
同
等
の
業
務
を
こ
な
し
て
き

た
既
存
の
非
正
規
職
員
に
対
し
て
も
、
公
平

に
採
用
機
会
を
付
与
す
る
意
味
合
い
も
あ
る
。

老
舗
の
二
大
財
閥
系
生
保
が
合
併
し
、

〇
四
年
に
誕
生
し
た
同
社
。
な
ぜ
い
ま
、
数

千
人
規
模
の
派
遣
職
員
の
直
接
雇
用
と
正
規

職
員
へ
の
登
用
と
い
う
、
思
い
切
っ
た
方
針

を
打
ち
出
し
た
の
か―

―

。
執
行
役
人
事
部

長
の
高
橋
浩
一
郎
氏
に
話
を
き
い
た
。

―
―

今
回
の
措
置
の
ね
ら
い
は
？

弊
社
は
二
年
前
、
不
適
正
な
不
払
い
が
あ

っ
た
と
し
て
、
金
融
庁
よ
り
行
政
処
分
を
受

け
た
。
こ
れ
を
機
に
、
改
め
て
相
互
扶
助
の

精
神
を
貫
き
、
お
客
さ
ま
を
大
切
に
す
る
会

社
へ
徹
底
的
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
、｢

明

治
安
田
生
命
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

を
策
定
し

た
。
こ
れ
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
中
期
経

営
計
画
（
参
考
１
参
照
）
と
、
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
型
の
全
社
運
動
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

参
考
２
参
照
）
か
ら
な
る
も
の
だ
。

お
客
さ
ま
を
大
切
に
す
る
会
社
へ―

―

。

こ
の
言
葉
の
も
つ
意
味
合
い
は
さ
ま
ざ
ま
あ

ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
お
客
さ
ま
の
確
か
な

安
心
に
つ
な
が
る
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
会
社
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
従
前
の
生
保
会
社
は
、
規
制
業

種
で
あ
り
な
が
ら
、
一
方
で
は
非
常
に
激
し

い
企
業
間
競
争
も
繰
り
広
げ
て
き
た
。
い
わ

ゆ
る
新
規
契
約
の
獲
得
競
争
で
あ
り
、
弊
社

と
し
て
も
そ
こ
へ
経
営
資
源
を
集
中
さ
せ
る

よ
う
な
傾
向
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
行
政
処
分
を
受
け
た

こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
脱
却
し
、

真
に
お
客
さ
ま
に
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い

安
心
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
強

化
に
向
け
て
ベ
ク
ト
ル
を
作
り
直
し
な
さ
い

と
い
う
意
味
合
い
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
弊

社
ト
ッ
プ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
競
争
な
る

も
の
の
枠
組
み
が
変
わ
り
、
営
業
体
力
の
強

さ
で
は
な
く
、
品
質
と
サ
ー
ビ
ス
で
企
業
価

値
が
判
断
さ
れ
る
時
代
へ
と
転
換
し
始
め
て

い
た
。

私
ど
も
の
取
扱
う
商
品
は
、
作
っ
て
売
っ

て
終
わ
り
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

売
っ
て
（
契
約
し
て
）
か
ら
が
始
ま
り
。
お

客
さ
ま
と
非
常
に
長
期
に
わ
た
る
お
付
き
合

い
が
必
要
に
な
る
。
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
走

❷
明治安田生命派遣職員約3200人を

一斉に直接雇用化
さらに一般職正規職員へ
320人を登用
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り
出
す
な
か
で
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
い
っ
そ

う
の
充
実
に
向
け
た
検
討
課
題
の
一
つ
と
し

て
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
は
事

務
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
再
構
築
だ
っ
た
。

思
え
ば
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
業
界
全

体
と
し
て
効
率
化
を
最
優
先
す
る
方
針
が
ず

っ
と
掲
げ
ら
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
企
業
に

と
っ
て
、
効
率
化
は
不
断
の
努
力
と
し
て
継

続
す
べ
き
も
の
だ
が
、
あ
ま
り
に
も
行
き
過

ぎ
た
効
率
化
が
進
め
ら
れ
た
感
も
否
め
な
か

参考 1：中期経営計画〈06年 1月～08 年 3月〉 

参考 2：新風土創造「MOTプロジェクト」（M：もっと ,O：お客様を ,T：大切に）〈06 年 1月～〉 
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っ
た
。
シ
ス
テ
ム
化
は
不
可
避
だ
が
、
シ
ス

テ
ム
化
す
る
こ
と
自
体
が
要
員
の
効
率
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
風
潮
さ
え
あ
っ
た
。

営
業
の
フ
ロ
ン
ト
よ
り
事
務
・
サ
ー
ビ
ス

の
ラ
イ
ン
部
門
の
方
が
、
効
率
化
の
圧
力

を
ス
ト
レ
ー
ト
に
受
け
て
き
た
。
恥
ず
か
し

い
話
だ
が
、
事
務
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
い
わ

ゆ
る
一
般
職
正
規
職
員
か
ら
、
派
遣
職
員
へ

の
代
替
が
急
速
に
進
ん
だ
た
め
に
、
事
務
職

に
占
め
る
正
規
職
員
比
率
は
五
割
を
下
回
る

状
況
に
な
っ
て
い
た
。
仕
事
が
回
ら
な
い
部

分
は
、
派
遣
職
員
と
は
言
い
な
が
ら
、
一
部

の
優
秀
な
戦
力
に
頼
る
よ
う
な
格
好
だ
っ
た
。

と
く
に
組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化
が
進
み
過
ぎ
た

あ
ま
り
、
事
務
・
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
ラ
イ
ン

部
門
に
お
い
て
ま
で
、
事
務
決
裁
権
限
の
フ

ロ
ー
が
非
常
に
弱
く
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
で
は
、
い
く
ら
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
や
シ
ス
テ
ム
化
が
進
ん
だ
と
は
い
え
、
高

品
質
な
事
務
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
必
要
な
、
顧
客
と
の
接
点
の
維
持
や
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
な
商
品
へ
の
対
応
に
ま
で
、
手
が

及
ぶ
は
ず
も
な
い
。
そ
こ
で
弊
社
と
し
て
は
、

や
は
り
一
般
職
正
規
職
員
の
採
用
を
再
開
す

る
方
針
を
固
め
た
わ
け
だ
が
、
そ
う
し
た
と

き
に
新
規
大
卒
は
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
弊
社

で
中
核
の
実
務
を
担
っ
て
い
る
派
遣
職
員
か

ら
の
登
用
も
、
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。
ま
ず
、
派
遣
職
員
か
ら
契
約
職
員

と
い
う
直
接
雇
用
に
移
行
し
て
も
ら
い
、
そ

の
中
か
ら
す
で
に
経
験
の
あ
る
人
を
正
規
職

員
へ
登
用
す
る
（
参
考
３
参
照
）。
こ
う
し

た
措
置
に
よ
り
、
派
遣
職
員
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、

弊
社
で
さ
ら
に
能
力
を
発
揮
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
た
。

―
―

直
接
雇
用
へ
の
転
換
と
正
規
職
員
へ
の

登
用
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

今
年
一
月
一
日
時
点
で
、
弊
社
に
六
カ
月

以
上
在
任
し
て
い
る
全
派
遣
職
員
三
三
二
九

人
に
対
し
て
、
契
約
職
員
（
一
年
契
約
更

新
）
へ
の
移
行
を
提
示
し
た
。
個
別
面
談
を

実
施
し
た
結
果
、
九
七
・
一
％
に
あ
た
る
派

遣
職
員
に
同
意
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
こ
で
同

意
を
い
た
だ
け
な
か
っ
た
九
六
人
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

家
庭
の
事
情
等
に
よ
り
辞
め
る
つ
も
り
だ
っ

た
と
い
う
ケ
ー
ス
ば
か
り
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
三
カ
月
後
の
四
月
一
日
に

は
、
契
約
職
員
へ
移
行
し
た
人
の
中
か
ら
一

般
職
正
規
職
員
（
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
一
般
事

務
コ
ー
ス
）
へ
の
登
用
も
実
施
し
た
。
派
遣

会
社
（
明
治
安
田
ス
タ
ッ
フ
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
）
よ
り
初
め
て
派
遣
さ
れ
た
日
か
ら
起

算
し
て
、
三
年
以
上
継
続
し
て
勤
務
し
て
お

り
、
原
則
四
五
歳
以
下
の
総
勢
二
〇
三
九
人

を
対
象
に
、
正
規
職
員
へ
の
登
用
を
公
募
し

た
。
年
齢
制
限
に
つ
い
て
は
、
初
回
と
い
う

こ
と
も
あ
り
か
な
り
弾
力
的
に
運
用
し
た
。

手
を
挙
げ
た
応
募
者
七
五
九
人
を
対
象
に
、

一
般
職
正
規
職
員
の
新
卒
採
用
と
ま
っ
た

く
同
じ
適
性
検
査
を
行
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、

日
頃
の
働
き
ぶ
り
に
対
す
る
所
属
長
の
評
価

や
推
薦
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
人
事
部
で
選
考

を
行
っ
た
。
新
卒
同
様
、
職
場
で
の
協
調
性

と
い
っ
た
基
礎
的
な
資
質
を
み
る
と
と
も
に
、

業
務
能
力
の
高
さ
も
重
要
な
判
断
要
素
に
な

っ
た
。

応
募
者
約
七
六
〇
人
の
う
ち
大
半
は
既
婚

者
で
、
平
均
年
齢
は
四
〇
歳
強
。
属
性
と
し

て
は
、
比
較
的
大
き
な
企
業
で
事
務
業
務
の

経
験
を
持
ち
、
結
婚
・
出
産
で
退
社
し
た

が
、
子
ど
も
の
手
も
離
れ
た
た
め
仕
事
へ
の

意
欲
が
湧
き
、
こ
れ
を
機
に
正
規
職
員
へ
転

換
し
て
頑
張
り
た
い
と
い
う
人
が
多
い
よ
う

だ
っ
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
採
用
冬
の
時
代

に
、
正
規
職
員
と
し
て
の
採
用
の
口
が
見
つ

け
ら
れ
ず
、
致
し
方
な
く
派
遣
職
員
と
し
て

働
い
て
き
た
人
も
け
っ
こ
う
含
ま
れ
て
い
た
。

応
募
者
の
中
か
ら
、
今
回
は
四
一
・
二
％

に
あ
た
る
契
約
職
員
三
二
〇
人
を
、
一
般
職

正
規
職
員
に
登
用
し
た
。
応
募
し
な
か
っ
た

人
も
含
め
て
、
派
遣
職
員
と
し
て
勤
続
三
年

以
上
に
達
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

来
年
度
も
一
般
職
正
規
職
員
へ
の
登
用
チ
ャ

ン
ス
を
付
与
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

な
お
今
後
、
新
た
に
活
用
す
る
派
遣
職
員

に
つ
い
て
は
、
直
接
雇
用
を
前
提
と
し
た
紹

介
予
定
派
遣
を
メ
ー
ン
に
据
え
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
。

―
―

契
約
職
員
か
ら
正
規
職
員
に
登
用
さ
れ

る
と
、
資
格
・
職
務
に
応
じ
て
現
行
水
準
以

上
の
給
与
、
賞
与
を
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
正

規
職
員
と
し
て
の
福
利
厚
生
が
適
用
さ
れ
、

退
職
金
制
度
の
対
象
に
も
な
る
と
聞
い
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
ど
う
捉

え
る
か
？

先
述
の
通
り
、
業
界
に
お
け
る
競
争
の
枠

組
み
は
、
い
か
に
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
し
て
い
け
る
か
の
観
点
に
シ
フ

ト
し
た
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
多
少
の
コ
ス

ト
増
は
、
当
然
行
う
べ
き
投
資
の
一
つ
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

一
方
、
団
塊
世
代
の
退
職
も
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
。
人
件
費
の
総
枠
で
言
う
と
、
ま
だ
そ

れ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
い
と
い
う
側
面
も
、

「多少のコスト増は、
当然行うべき投資の
ひとつ」
高橋浩一郎・執行役
人事部長

参考 3：明治安田生命における人材活用（概要）

総合職

大卒

大卒・短大卒・

高卒

特定総合職

アソシエイト職
　　　　キャリアコース

　　　　一般事務コース

契約職員

派遣職員

ステップ 2：契約職員からアソシエイト職
　　　　　　一般事務コースへの登用

ステップ 1：派遣職員の直接雇用

●通算 3年以上勤務し、原則 45歳以下の
契約職員に対して、アソシエイト職一般
事務コース登用を公募
●適性検査の結果、所属長推薦等に基づい
て選考

●今回は派遣職員全員に契約職員化を
提示

●今後は紹介予定派遣をメーンに活用
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今
回
の
措
置
に
寄
与
し
て
い
る
。

―
―

契
約
職
員
か
ら
一
般
職
正
規
職
員
に
登

用
し
た
者
と
、
新
卒
か
ら
の
一
般
職
採
用
者

の
職
場
に
お
け
る
役
割
は
異
な
る
の
か
。
そ

れ
ぞ
れ
に
何
を
期
待
し
て
い
る
か
。

今
年
の
新
卒
採
用
は
、
総
合
職
（
全
国
転

居
転
勤
あ
り
）
が
一
三
〇
人
、
特
定
総
合
職

（
地
域
内
限
定
で
転
居
転
勤
あ
り
）
が
八
〇

人
、ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
一
般
事
務
コ
ー
ス（
転

居
を
伴
う
異
動
は
な
し
）
に
二
〇
〇
人―

―

を
受
け
入
れ
た
。

同
時
に
、
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
一
般
事
務
コ

ー
ス
に
登
用
し
た
契
約
職
員
も
三
二
〇
人
い

る
わ
け
だ
が
、
新
卒
と
の
何
よ
り
の
違
い
は
、

す
で
に
実
務
能
力
が
高
い
点
だ
。
契
約
職
員

か
ら
登
用
す
る
際
に
、
業
務
を
変
わ
っ
て
も

ら
っ
た
ケ
ー
ス
は
ご
く
稀
。
引
き
続
き
同
じ

職
場
で
、
事
務
権
限
の
委
譲
な
ど
も
受
け
な

が
ら
、
働
い
て
も
ら
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど

だ
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
登
用
者
に
つ
い
て

は
職
場
の
中
核
を
担
う
存
在
と
し
て
期
待
し

て
い
る
。
ま
た
、
正
規
職
員
に
な
っ
た
こ
と

で
、
今
後
は
新
卒
採
用
者
の
い
わ
ば
指
導
係

と
し
て
も
、
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

―
―

人
材
活
用
の
あ
り
方
の
今
後
の
展
望

は
？契

約
職
員
か
ら
正
規
職
員
へ
の
登
用
を
行

う
に
あ
た
っ
て
、
対
象
者
は
約
二
〇
〇
〇
人

も
い
る
の
に
、
手
を
挙
げ
た
の
は
七
六
〇
人

ほ
ど
だ
っ
た
こ
と
に
大
変
驚
か
さ
れ
た
。
制

度
的
な
不
満
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

に
な
っ
た
が
、｢

契
約
職
員
は
丸
の
内
本
店

を
含
め
都
内
の
決
ま
っ
た
支
社
だ
け
の
勤
務

で
い
い
が
、正
規
職
員（
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
）

に
な
る
と
首
都
圏
を
定
期
的
に
人
事
異
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら･･･

｣｢

正
規
職
員

に
な
る
こ
と
で
、
あ
ま
り
責
任
の
重
い
仕
事

ま
で
任
せ
ら
れ

る
の
は
ち
ょ
っ

と･･･
｣
―
―

と
い
っ
た
声
が

多
か
っ
た
。
私

ど
も
と
し
て
は
、

働
き
方
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
を
正

面
か
ら
受
け
止

め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

時
代
に
な
っ
て

い
る
の
だ
と
、

改
め
て
気
づ
か

さ
れ
る
結
果
に

な
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、

今
後
も
引
き
続

き
、
業
務
の
質
の
向
上
と
雇
用
コ
ス
ト
の
バ

ラ
ン
ス
、
そ
し
て
個
人
ニ
ー
ズ
で
あ
る
多
様

な
働
き
方
の
折
り
合
い
を
う
ま
く
つ
け
ら
れ

る
よ
う
、
人
事
諸
制
度
の
見
直
し
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
弊
社
は
今
年
四
月
、
正
規
職
員
の

人
事
制
度
の
抜
本
改
定
を
行
っ
た
。
一
言

で
い
う
と
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
（
Ｃ
Ｄ
Ｐ
）
の
枠
組
み
を
中
心
に
据
え
つ

つ
、
職
務
の
再
整
理
を
行
っ
た
う
え
で
、
職

務
と
リ
ン
ク
し
た
役
割
等
級
制
度
を
導
入
し

た
。
Ｃ
Ｄ
Ｐ
を
導
入
し
た
の
は
、
職
員
の
自

己
実
現
の
希
望
を
会
社
ニ
ー
ズ
と
マ
ッ
チ
さ

せ
、
効
率
よ
く
必
要
な
人
材
を
育
成
・
確
保

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

そ
の
背
景
に
は
、
明
治
安
田
再
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
進
め
る
う
え
で
行
っ
た
社
員
の
意
識

調
査
で
、｢

将
来
が
見
え
な
い｣

と
い
う
不

安
が
仕
事
に
対
す
る
や
る
気
を
低
減
さ
せ
て

い
る
と
い
う
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
一
般
的
に
、
こ
の
ポ
ス
ト
で
何
年

頑
張
れ
ば
次
は
こ
う
い
う
キ
ャ
リ
ア
が
望
め

る
ん
だ
と
い
う
風
に
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
ク

リ
ア
ー
で
あ
れ
ば
、
社
員
も
や
る
気
を
出
し

て
働
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
弊
社

は
三
年
前
に
合
併
し
、
そ
の
後
ほ
ど
な
く
行

政
処
分
を
受
け
た
。
社
員
に
と
っ
て
は
そ
う

し
た
諸
々
の
出
来
事
が
、
将
来
の
見
え
に
く

さ
と
漠
然
と
し
た
不
安
に
つ
な
が
っ
て
き
た

の
だ
ろ
う
と
思
う
。

三
カ
年
計
画
で
進
め
て
き
た
明
治
安
田
再

生
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
本
年
で
終
了
す
る
。
い
ま
、

次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
そ
の
中
で
は
、
働
き
方
の
多
様
性
を

取
り
込
み
つ
つ
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
を
中
心

に
効
率
的
な
人
材
の
育
成
・
確
保
が
図
れ
る

よ
う
、
努
力
し
て
い
く
考
え
だ
。
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